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し糾凱棚鵬

神宮の森で自然と歴史にふれよう
日時：

天候：

場所：

参加者

指導員

5月5日（木）9：30～12：00

晴れ

熱田の森

10名

12名

あいちの自然観察会第1回目は、今年も

名古屋支部が担当しました。観察コースは、

高座結御子神社～断夫山古墳～白鳥公園

です。

①高座結御子(たかくらむすびみこ)神社

子育ての神様として幼児の成育と虫

封じを祈願し15歳までの期間子供を預

ける風習が東海地方一帯に広く知られ

ています。境内の高蔵貝塚は、弥生中期

の有形立壺や採文土器が出土し、考古学

上貴重な貝塚として有名です。

ここでリーダーより、「クスノキは名

古屋市の木でアオスジアゲハの食草で

ある」との説明があり、同じクスノキ科

のカゴノキと葉っぱの臭い比べをしま

した。カゴノキは貝塚や古墳のそばによ

く植えられたということで、鹿の子模様

の特徴的な樹皮でした。

その他観察した植物

モチノキ・クロガネモチ・ウバメガシ

②断夫山(だんぷさん)古墳

東海地方最大の前方後円墳（前方部の

台形と後方部の半球形の2つの丘から

なる墳丘）で平面形状は、鍵穴に似てい

ます。全長151m･前方部の幅116m･

高さ12m･後円部の直径80m･高さ13m

を誇ります。

この巨大な古墳の2つの丘の頂上に

登り、森の不思議な世界に入りました。

観察した植物

ー

名古屋支部新山雅一

断夫山古墳

ヤマハゼの大木・アカメガシワ・テイ

カカズラ・紫色のフジの花・ホソバイ

ヌピヮ・アオダモの花・カクレミノ等

③白鳥公園

昨年度のCOP10会場でもあったこ

の公園を観察して、改めて国家戦略であ

る「新たな脅威に関する保全の強化」・

「すでに失われた自然の再生」・「持続可

能な利用」ということを観察会終了後に

考えていました。

別の観点からのんびりと観察して見

ると、この都市公園での樹木の姿形も面

白みがありました。

観察した植物

赤葉が混じるホルトノキ．白くて大き

いトチノキの花・アメリカデイゴ・アコ

ウ・ヒトツバタゴの白い花等

今回の観察会は国の史跡である古墳

と、その古い歴史の中で育っている植物

を見ることができました。その土地の歴

史的な背景の中で自然を観察するとい

う意味でも新しい発見があり、有意義で

あったと思います。また、昨年のCOP

10を振り返りながら観察できたことで、

印象に残る忘れられない観察会になり

ました。
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し#ﾄ;い;の自然聯
初夏の草花と花木を訪れる生きものを見よう

知多支部畠烈
日時：

天候：

場所；

参加者

指導員

5月8日

快晴

武豊町長成池公園

22名

6名

一

会場の長成池公園は武豊町の北西部、

半田市に接した知多半島中央丘陵に

ある。知多で二番目に大きい農業用た

め池を利用した親水公園で、近年愛知

県の「農村自然環境整備事業」によっ

て一部に木製デッキや葦原などが設

置され、住民の憩いの場となっている。

近くには「壱町田湿地植物群落」（県天

然記念物)もある。

快晴微風の観察絶好の日。予想最高

気温は28｡Coそんな中、開始10分

前ともなると、タモ網と虫かご、に|ｺに

は図鑑まで手にした親子連れが幾組

も参集。

「あいちの自然観察会である」と前

置きし、開会挨拶と事故防止の注意事

項を話して観察会に入った。

まず原指導員が、昨年ここで観察し

た植物・昆虫について資料を配布して

説明。そしていざ出発。

センター広場にはタンポポとシロ

ツメクサが一面に咲き、広場の縁には

色とりどりのつつじが咲いていて見

事な花園。タンポポはすべてがニホン

タンポポであり、ここには外来の進入

がまだないことに気持ちが救われる。

花の指輪や髪飾りを作って子どもた

ちにプレゼントすれば、満面の笑顔で

早速かざって大喜び。シャッターの音、

しきりとなる。

大樹となったヤマモモの雄木やク

スノキ、クロガネモチ、サクラ。と、

サクラの太い幹に毛虫が7，8匹もご

もご動いている。少年が手にとった。

それをみんなで見る。その毛虫はオビ

カレハの幼虫。薄青色の地に黒と榿色

の縦縞があってなかなかのオシャレ

に一同感心。

池の堤を進むと2～3㎡の薄紫色

のマツバウンランの群落、黄色のニガ

ナ、ジシバリの群落、さらにスズメノ

ヤリの群落が続いた。

堤の終点あたりのニセアカシアの

梢ではコゲラが盛んに枝をコツコツ。

双眼鏡を出して見た人が「あっ1エサ

を食べた」の声。皆さん一斉にコゲラ

に注目し、逆さまに止まったりしてせ

わしく動くその姿を追った。

折り返して今度は池の縁を西方へ。

藤の花の甘い香りにクマバチやハナ

ムグリが飛来し、アゲハやアオスジア

ゲハも飛んでいる。

設置された木製のデッキをゆっく

り進むと、5メートル程先に岸辺に上

がって堂々と草を食んでいるヌート

リアに遭遇。口の周りの長く立派な何

本ものひげまでよく見える。面長の顔

はネズミそっくりだ。さらに近づいた

ところ、やっとのそりと水中へ。顔を

上げて葦の間を器用に泳いで行った。

多くの虫やチョウに会え、きれいな

かわいい野の花とともに楽しい体験

ができた一日だった。

一

F司

込」巳

－3－



鐘鐘議灘灘蛎篭製贈臓溌

● 一

ﾚﾄﾄ凱棚鵬

水辺の生き物
尾張支部大谷敏和

日時：5月14日

天候：晴れ

場所：定光寺公園

一般参加者：13名（内、こども6）

指導員：10名 職欝鑑
霞

蕊鍵

§譲議

…
譲藩今回は協議会「あいちの自然観察会」

に位置づけられた。他支部からの参加も

多く、観察指導員の観察眼で多くの種類

の水生昆虫とその成虫、ヤゴの脱皮を見

つけることができた。観察会といえば歩

きながら生き物を見つけそれをみんな

で観察する方法がとられているのが一

般的である。が、ここ定光寺では子ども

たちが水の中に入り石をひっくり返し

たり草の中をガサガサしながら生き物

を見つけて観察する方法をとっている。

歩いて生き物を見つけることはあまり

興味を示さず、ガサガサ遊びをしながら

何か生き物を見つけ、とれた場所から川

の環境について考えさせている。こんな

ところでこんなに生き物がいるなんて

と驚いた指導員もいた。どこをどう探せ

ば何が見つかるかを学んだ半日であっ

た。

へ

コオイムシはこの環境にいるんだ

:3

鶏
へ

水の中の生き物フタツメカワゲラの成虫フタ

モンカゲロウ成虫もチラカゲロウナミヒラタ

カゲロウマダラカゲロウの仲間トビケラの仲

間アメリカザリガニスジエビ（卵）コオイ

ムシ（卵）ギンヤンマのヤゴオニヤンマのヤ

ゴコシボソヤンマのヤゴダピドサナエのヤゴ

サワガニドジョウヨシノボリオイカワカ

ワムツモツゴメダカカワニナ

花カタバミシロツメクサトウカイタンポポ

セイヨウタンポポ二ワゼキショウノ､ルジオン

ヒメジョオンムラサキサギゴケミツバツチグ

リキショウブカキツバタハルガヤスイバ

ツボスミレシロツメクサキュウリグサブタ

ナニガナホオノキモチツツジ

フタツメカワゲラの仲間幼虫と成虫

昆虫シオカラトンボ(オス･メス）シオヤトンボ

モンキアゲハベニシジミヤマトシジミヒメ

ウラナミジャノメモンキアゲハベニシジミ

アゲハクロアゲハムラサキシジミカワトン

ボヤマサナエコアイハナムグリオケラヨ

コズナサシガメダイミョウセセリ

鳥カイツブリカワウオナガガモカワセミ

サンショウクイキジバトツバメヒヨドリ

声メジロコジュケイウグイスコゲラシ

ジュウカラ

他アマガエルゴミグモ

● 、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
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し#ﾄﾙﾘ卿職

梅雨時のキノコの観察
西三河支部岩月秀範

日時：7月9日

天候：晴れ

場所：松平郷（豊田市）

参加者：6名

指導員：7名

理智

一

梅雨時のキノコ

7月9日のキノコの観察会に参加しま

した。前日に東海地方以西の梅雨明けが発

表され暑い日でした。観察会の行われた松

平郷は標高300m程度なので涼しくはな

く、気温は30℃を軽く超えていたようで

す。

キノコは秋に発生が多いようですが、梅

雨の後でかなりのキノコが見られました。

今回はキノコ狩りではなく、菌類の胞子を

生産するものという観点からきのこを見

て廻りました。

観察会は駐車場から遊歩道を登って展望

テラスで休憩し､少し南側の林道を松平城

吐の横を通って帰ってくるコースで行わ

れました。

蝿

難慾

▲当日の観察会

望

イラストと実物で解説

展望テラスまでは、主に林の中のキノコ、

帰りは道際のキノコと言う具合でした。

私のメモに残っているだけで、42種類を

観察しました。講師の木村修司会員のイラ

ストを利用した分かりやすい解説を聞き

ながら写真をできるだけ撮る様に心がけ

ました。

今回の観察会では、講師の木村会員はす

ぐ同定してくださるので楽なのですが、自

分で名を調べるとなると大変です。ほとん

どの場合、種名まで同定するにはいたりま

せん。

今回の経験を生かし、少しでもキノコの

世界に足を踏み入れたいと思います。

▲採取したキノコ一

■
里
Ｆ
Ｌ ■●
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し料;|棚繍

乳岩峡の自然
日時：

天候：

場所：

参加者

6月26日（木）10:00～12:00

晴れ

新城市河合乳岩峡

14名（うち指導員11名）

奥三河支部では、新城市河合の乳岩峡

を会場に、「あいちの自然観察会」を行

いました。

JR三河川合駅を集合地とし、日本

の清流百選にも選ばれている宇連川の

支流（乳岩川）に沿って、乳岩までの

約3.5kmのコースを、往路は植物の植

生、復路は流紋岩などの地質を主体に

観察しました。

駅から耶馬瀬橋までのスギ林の林床に

は、コンテリクラマゴケの群生が目につ

きました。栽培されていたものが逸出し

繁殖したのではないかと考えられます。

また、1週間前の下見では、ササユリの

花もたく"さん観察することができまし

たが、当日はほとんど散ってしまい見る

ことはできませんでした。オオバノトン

ボソウ、イワナンテン、クルマバハグマ

など、この地域特有の植物もたくさん観

察できました。

宇連川（乳岩川）は河床が板を敷いた

ように滑らかな所がたくさんあり、板敷

川とも呼ばれています。これは流紋岩の

特徴のようです。このあたりの岩石は、

流紋岩と凝灰岩などの白っぽい石が多

いようです。当日は梅雨の時期でとても

滑りやすく、転倒に注意しながら進みま

した。途中岩盤の割れ目にマグマが侵入

してできた安山岩の岩脈も観察するこ

とができました。

湿気の多い場所には、モウセンゴケが

群落をつくっていました。和紙の原料と

奥三河支部森田邦久

▲ウチョウラン

なるガンピもちょうど花の時期で､何か所

も観察することができました。この近くの

小学校ではこのガンピを使って和紙をす

き、卒業証書を作っているようです。

カルシウム分の多い凝灰岩は溶食（註：

水の化学的浸食作用をいう）されやすく、

洞穴部に鍾乳石状のものを作っているこ

とが、乳岩の名前のいわれのようです。昭

和9年に名勝及び天然記念物に指定され

ています。湿気が多くむっとする洞穴の中

で、エコーの効いた指導員の説明を聞きま

した。乳岩から戻る階段わきには、クマヤ

ナギが赤い実をたくさんつけていました。

また、岩盤のわずかなくぼみに自生する可

憐なウチョウランも見ることができ、カメ
ラのシャッターの音が続きました。

都会から遠い奥三河での自然観察会の

ためか、参加者は若干少ないように感じま

すが、愛知県の恵まれた本物の自然を充分

堪能できたのではないかと考えています。

6
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鍵蝋現察のﾋﾝ‘樹形の『本当の｣王里由
尾張支部高谷昌志

いので…・、葎”これは計算が難し

を3等分して角高 、~…恥…〆

「気になる木」のCM

で有名なハワイのモン

キーポッドのように、

熱帯の樹木は枝を横へ

横へと広げようとしま

鑿
鐵＝套30｡ 30．

F｡､"-W

度30．の太陽（8

時と16時）を8

時間、角高度90．

の太陽(12時)を4

時間照射してみま

す。対してシベリアやアラスカ

などの針葉樹は、エントツのよ

うなスリムなデザインです。

以前テレビの自然番組で「ト

ウヒなどの針葉樹は雪の重み

で枝を折られないような樹形

‐

した。これでもサ

イン・コサインなど結構大変だったですが、

その結果モンキーポッドはトウヒの2．3

倍の受光量がありました。

帝
になっている」と

解説していまし

－

禅
越，0．伽。30..~.’

たが、大陸で日本のような重

く湿ったドカ雪が頻繁に降

ことは考えられません。

そこで日照の面から樹形を

考察してみました。

鋒
る
一
つ
・
つ
ヨ

WE E=-

計算式を載せておきますので、数学が得

意な人は挑戦してみてください。Ｖ
一
三
一
八↓ モンキーボッド

｛4.7×10×cos30｡+(4.7/2)2兀×sin30｡)×8+

(4.7/2)2兀×4＝172㎡｡h
トウヒ

{1.0×10.0×cos30｡+(1.0/2)2兀×sin30｡)×8+

(1.0/2)2兀×4＝75㎡･h

～一

■高緯度の日照と樹形

上の図は表面積を同じ（底面は入れず）

にした二つの円柱です。寒帯のトウヒおよ

び熱帯のモンキーポッドをシンプルにし

たものと思ってください。これらを北極近

くの高緯度に置いて夏の太陽を一日照ら

してみましょう。

極端に太陽が24時間地平線すれすれを

ぐるりと回る「白夜」を想定すると太陽光

は円柱の側面だけを照らし続けます。する

と受光面積は側面積の比になり計算も楽

で、トウヒはモンキーポッドの2．’倍の日

照を受けることができました。

へ

■考察

今回は、私が以前からの直感を数遼化し

てみたものですが、その結果は高緯度では

トウヒ型、低緯度ではモンキーポッド型が

有利であることを証明できるものでした。

もちろん密林の中では樹木は枝を広げ

られず、ユキツバキは積雪に抗うことをや

めて枝を横に這わせるなど、自然界には樹

形に影響を及ぼす様々な要因があります。

しかし、「日照」は最大級の要因であり、

樹形の「本当の」理由と言っても差し支え
ないのではと思います。

■低緯度の日照と樹形

次に、二つの円柱を赤道上に置いてみま

しょう。6時に真東から登った太陽は12

時に天頂を通って18時に真西へ沈みます。

●q。
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私の活動紹介
尾張支部鬼頭弘

1．指導員登録の動機

今から30年ほど前、1980年頃、フロンガス

などによるオゾン層の破壊や地球温暖化、酸性

雨、森林破壊、野生生物の絶滅危倶などが大き

く取り上げられるようになり、地球環境の危機

が叫ばれていました。自然環境の悪化は見過ご

せることではなく、自分にできることは何かと

考えていた時に自然保護協会の講習会の存在を

知り、初めてずくめの体験をして指導員登録を

しました。

2．活動の経緯

当時は自然観察指導員の腕章が指導員グッズ

としてありました。でも、講習会を受けてすぐ

に腕章を付けて観察会をするなどとてもできる

ことではありませんでした。ちょうどその頃息

子たちが小学生の野球のチームに入りその手伝

いを始めることになり、その後10年ほどは支部

主催の観察会に時々出席する程度でした。

1994年になって、生物の移り変わりの様子を

知るには同じ場所で続けて観察することが必要

だと感じ、森林公園自然観察会を始めました。

その後2000年からは日進岩藤川自然観察会を、

2002年からは東郷町のグリーンベルト自然観察

会を始めました。この頃から地域の自然を考え、

地域へ発信しようという活動が加わりました。

日進市の東部丘陵で観察会を始めた頃、土砂

流出防備保安林である東部丘陵が鉱山開発の危

機に見舞われることが分かりました。観察会を

したり図書館などで岩藤川沿いの自然の紹介な

どをしたりしながら同じ危機感を抱く人たちと

トラストの会に参加し、保安林解除をしないよ

う行政に働き続けました。10年後の昨年、林野

庁が日進東部丘陵の保安林解除はしないという

決定をし、一応の決着を見たところです。しか

し市の財政は厳しく‘保安林の公園化計画はな

かなか進まないのが現状です。

東郷町の自然は単調ですが、境川を中心に活

動するグリーンベルトを考える会に参加して、

観察会を行いながら生物が増えるような環境作

りを考えてきました。しかし行政サイドと市民

サイドの考えの違いが浮き彫りになり、力不足

で当初の目的を果たせず10年目を迎えました。

これまで尾張支部や協議会の活動で多くのこ

とを学ばせていただきました。おつきあいいた

だいた方々に厚くお礼を申し上げます。

3°とっておきの観察道具

時計用ルーペ・・・今は希少になった透明なフ

一

（
一

鰯
イルムケースの口にすっぽりと

はまります。底にあるものにほ

ぼピントが合うので小さな生物

の観察に重宝しています。

4．夢の観察会

住まいの近くに自然度の高いフィールドがあ

れば最高です。そこで自由に、じっくり自然に

向き合う観察会ができればと思います。

一●
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愛知県自然観察指導員連絡協議会竹林の分布調査(2011)記録用紙

調査者

調査日2011年月日調査票No.

気に信Xl)_中央0土界測地系緯度経度の調べ方:国土地理I

せ

タケの種類｜竹林の‘寸置(T了町；寸・大字､字や丁目まで）竹林の状態i世界測地系緯度｜世界測地系経度
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密度と周囲への侵出竹林の中をストレスなく歩ける｡周囲への侵出はない。
周囲へは侵出していないが､密度が高く中を歩きづらい’
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密生して見通しが悪く､周囲への侵出が見られる

モウソウチク

節の輪が一重。
筍の皮にインクが飛び散ったような黒点は無い。
マダケ

節の輪は二重。
筍の皮は黒点がある｡枝の第1節は中実。
ハチク(幹が黒いクロチクを含む）

節の輪は二重。

筍の皮は模様がない｡枝の第1節は中空。
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第2回理事会

日時：5/5(木・祝)13:30~16:30

場所：名古屋市音楽プラザ

出席者；松尾、降幡、大谷、浅井、石原、近藤、

辻、石田、布目、永田、石川、吉田、

瀧崎、齋竹、滝田、三田

記録；石原

議案1）自然観察指導員講習会

①日時:9/17(jz:)、18(IJ)、19(月）

9:00～18:00（延長及び短縮可）

②場所：地球市民交流センター

愛・地球博記念公園（モリコロパーク）内

議案2）タケの調査（調査担当瀧崎理事）

現在県内に竹林がどの程度、どのような状態

で広がっているのかをモニタリングすることは、

県の自然環境を保全していくうえで意義がある。

県内の竹林の分布と現状を把握する調査を実施

し、3年間でまとめたい。調査方法など後日連

絡がある。

議案3)創立30周年記念事業､新指導員歓迎会、

協議会の日について

11/23実施にむけて、スケジュール調整、基

調講演、演題などについて検討を行った。

議案4）各理事の役割分担の事務経費について

．「調査」項目を追加する。

議案5）その他

･会計担当の石田理事より、経理規定の見直し。

・編集担当の近藤理事より、行催事などの掲載

都合によりNo.133号を9月1日発行に変更の

申出あり。各理事からは異議がなく、承認さ

れた。

第3回理事会

日時：7/18（月・祝)13:30～17:00

場所：刈谷市産業振興センター

出席者:松尾、降幡、大谷、浅井石原石川、

吉田、近藤、辻、布目、永田森田、

齋竹、滝田三田、星野、小山

記録：吉田

ー

●

議題1）30周年記念行事について

前回の理事会で未決定部分などの検討を行

った。

・創立30周年記念講演

演題：「身近な自然を残すために」

識師：鹿瀬光子氏（チラシに顔写真挿入）

・参加申込用紙について

①協議会ニュースの中にチラシを同封する。

②「各支部連絡先は6支部支部長の連絡先を

掲載する。

③新自然観察指導員歓迎会について

本年の新加入者のみならず22年度の新加

入者も対象となる。

議題2）自然観察指導員講習会

・9/18地元講師の確認

・9/19観察会指導講師の確認

・講習会下見として、8/20，21を予定

・9/18「情報交流」の時間は、講習参加者との

交流の場なので、各支部の参加を呼びかける

（協議会と支部の紹介を実施）

議題3）その他

・奥三河支部の件

支部存続のために、入会希望者募集中。

会費3,000円、総会でシシ肉食べられるメリ

ットあり。

・尾張支部開催「がさがさ探検隊」

あいち自然ネット主催行事、第3回「いき

ものたんけん隊」の「がさがさ探検隊」を定

光寺にて実施。参加者の募集を呼びかける。

・8/27．28協議会佐久島研修会（西三河支

部）への参加呼びかけ。

・竹の調査の調査票を次回協議会ニュースに同

封する。

下記、愛知県自然観察指導員連絡協識会HP

に掲載中。調査票のダウンロード可能。

-10-

http://naichi.net/take/t-chyousa.htln]

協議会名簿の正誤確認、各支部に確認依頼。

各地の自然についての情報交換

－

一

一
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二 【

》

＜＜名簿についてのお知らせ＞＞

■会員名簿の訂正とお詫び

前号(132号うに同封の「会員名簿」に一部誤り及び

記載漏れがありましたので、下記の通り訂正・加筆

をお願いしますb該当会員の皆様にはお詫び申し上

げますbまた住所変更の連絡がありましたので併せ

て記載しますb

◎正誤表

尚、会員名簿(原濁は常に更新致しておりますので

変更等がありましたら、各支部長経由にて名簿管理

担当(森田)までご連絡下さい。

（名簿担当理事：森田）

＜＜事務局からのお知らせ＞＞

■自然観察指導員講習会について

自然観察指導員講習会が9/17～9/19、

愛・地球博記念公園で開催されます。この

件につきまして以下2点をお伝えします。

①2日目の9／18（日）13:30～14:30は、

「地域の活動紹介と情報交換」の時間で

す。当会、各支部、各観察会の案内をし

ます。資料等の配布希望者は、事務局ま

で送付ください。net原稿も受付可能で

す。

②同日の夕方18:00～19:00、講師を交え、

受講者、当会会員の交流会を企画してい

ます｡新たな指導員となる面々と一緒に

情報交換､歓談の希望者は事務局までご

連絡ください。当日、飲み物、食べ物な

どの差し入れ大歓迎1

蕊篝篭

37岩沙雅代：シイイホームズ→シテイホームズ

52大久保恭子:321-506→321-309

191滝宏志→191滝宏志

248林尊宏→248林尊宏

249林英明→249林英明

250体文夫→250林文夫

顧問大竹勝→368大竹勝

◎追加加筆

一

皆川泰雄

464-0082名古屋市千種区上野3-20-4

(052)712-4151

藤井保人

452-0821名古屋市西区上小田井2-336-1

などやセントポーリア203

(052)503-1765

小塚達池

464-0804名古屋市千種区東山元町1－37－2

(090)3935-6941

．住所変更

篠田陽作

466-0059名古屋市昭和区福江2-5

ジヤルダン白金公園3-701

■11/23（祝・水)30周年記念行事

同封の案内チラシの通り、さまざまな企画をして

いますb会員のみなさまの参加をお待ちしています。

（事務局：浅井）
｡●●●●●●●●●●●●●｡●臼●●●●●●●●●●●●●●●●●●■②■●■⑥●●●■自口●■●■

‐

あいち自然ネット定期総会於「ニツ池セレトナ」

副会長降幡光宏

平成22年度の総会が4月16日（±）大府市の「ニツ池セレトナ」で開催された。愛知県自然観察

指導員連絡協議会も当初から加入しているので、複数名が出席した。以下報告b

最初に、東日本大震災の被災者への黙祷が行われた。その後、宮永会長のあいさつがあり、議事に

入る。議案はすべて原案通り可決された。

役員人事について審議され、副会長の後任が選任された。

総会終了後は、交流会が行われた。関連行事として「自然の中でY"A～ヨガ～」と「ニツ池セレ

トナ・ウオークラリー」が実施された。参加者が和気あいあいで楽しんだ6

※参考「あいち自然ネッI、（正式名称＝あいち自然環境団体・施設連絡協議会)」は、平成19年12

月22日に設立された、愛知県内の自然環境団体・施設が自主的に活動する連絡協議会。

一
】●
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＜＜行事案内＞＞

■創立30周年記念事業

愛知県自然観察指導員連絡協議会は､1981年に発足し

舗淡毒貴
ました。このたび30周年を迎えたことを記念し、

11/23(木・御に創立30周年記念事業及ひ噺指導員歓迎

会を開催しますb

愛知県で1980年､県内ではじめての自然観察指導員講

習会が催され､その有志を中心に会が組織されました｡発足当時は60名だった会員も今では400名近い大所帯

となりました。発足当時の会員の方々から、その当時の会の様子、自然環境の話などを伺うこともできるでし

ょう。思いがけないエピソードも飛び出すかもしれませんね。

折込の案内にありますように、講演会、新指導員歓迎会&食事会、記念パーティー、見学会と盛りだくさん

の企画となっています6

新旧さまざまな会員との出会いが待っていますb是非参加を！

■理事会

日時：10/29(土)13:30～16:30創立30周年記念事業最終確認など

場所：岩倉市生涯学習センター名鉄「岩倉」駅下車徒歩3分

＜＜竹林の分布調査＞＞

前回「協議会ニュース」Nb.132p8、9でお知らせした竹林の分布調査の調査表を

p9に掲載しました。同ページをコピーの上、活用くださしもまた調査表は、愛知

県自然観察指導員連絡協議会IP(下記参照）よりダウンロードができますb

http://naichi.net/take/t-chyousa.html

調査表は、郵便または下記Eメールで調査担当：鞄崎理事に送付くださしち

Eメール takizaki@treeodn.ne.jp

編集部から

■今号M133は、記念事業の詳細告知のために1ケ月遅れの発行となりました。■次号1h.134の発行につきま

しても、事業報告のレポート原稿を速やかに収集・印刷出来次第､発行予定ご理解、ご協力くださいませb
■次年度の表紙のイラストを担当してくださる方を募集中ですも自薦、他薦を問いませんb編集部までお知ら
せください。

脇議会ニュース」編集部編集スタッフ
〒457-0006名古屋市南区鳥栖2－6－17

岡田雅子近藤記巳子
桜本町CH101

新山雅一山口健
近藤記巳子

発送スタッフ
TEL/FAXO52-822-7460

岩沙雅代櫛キ邦子
E-mail;konkimi@llifty.coIn

■愛知県自然観察指導員連絡協議会（あいち自然観察会）事務局

〒486-0904春日井市宮町3－6-2TelO568-32-5069松尾初

■WebPagethttp://naichinet/

■郵便振替口座：00820-9-6546（名義：愛知県自然観察指導員連絡協議会）

ー ●

愛知県自然観察指導員連絡協議会（お,ち自輯雲）機難氏「協議＝ユース11記号発行エ砺慥鱈年9月
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